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■検索用分類 

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01
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Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

メーカー等 なし

備　考 　－

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

特　許 特願2017-031765（大成建設）

外建てタワークレーンの設置計画において、タワークレーンの基礎を仮設の
ＲＣ基礎躯体とせずに、本設躯体を利用した片持ち梁型式の鉄骨構造の基
礎とした工法。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特徴】
・仮設のＲＣ基礎工事に伴う山留・掘削工事を無くすことが可能。
・タワークレーン解体後の仮設基礎の解体が不要。
・上層の途中階でもタワークレーンの設置が可能。

【環境】
・RC基礎の解体に伴う騒音・解体ガラの発生などがなくなり、環境面でも効果
が大きい。

適用条件 ・鉄骨基礎を取り付けた場合の本体躯体の健全性・補強要否の検討。

水平控用ステー材

鉄骨架台設置状況①

水平控用ステー材

鉄骨架台設置状況②

外建てタワークレーン用鉄骨架台設置イメージ

外建てタワークレー 本設躯体


